
広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

　
～
憧
れ
の
・
小
瀬
球
場
を
目
指
し
～

　
町
村
合
併
後
初
の
、
富
士
河
口
湖
町
制
祭
・
第
１
回

軟
式
野
球
大
会
を
９
月
19
日
（
日
）
に
、
開
催
致
し
ま
す
。

�
こ
の
大
会
は
、
来
年
度
の
市
町
村
対
抗
軟
式
野
球
出

場
権
を
兼
ね
た
、合
併
後
初
の
記
念
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。

�

多
数
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

◆
大

会

日
　
９
月
19
日
（
日
）
・
午
前
９
時

◆
主
　
　
催
　
町
・
町
軟
式
野
球
協
会

◆
試
合
会
場
　
町
民
グ
ラ
ン
ド
・
鐘
突
堂
グ
ラ
ン
ド

●
申
込
み
先
　
北
村
ス
ポ
ー
ツ
（
７
２
‐
１
５
５
５
）

※
申
込
書
は
、
北
村
ス
ポ
ー
ツ
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
出
場
資
格
に
つ
い
て
は
申
込
み
書
の
・
留
意

　
事
項
を
確
認
し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◆
参
加
費
　
　
　
１
チ
ー
ム
　
５,
０
０
０
円

◆
受
付
最
終
日
　
８
月
６
日
（
金
）
期
日
厳
守

�

＝
富
士
北
麓
公
園
　
秋
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
＝

●
受
付
・
問
合
先
　
８
月
４
日(

水)

午
前
８
時
30
分
～

�

電
話
　
0
5
5
5 

-
 

24 
-

3
6
5
1

�
 

　
　
　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

＝
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
＝

◆
日
　
時
　
８
月
25
日
～
10
月
27
日

�

午
後
１
時
～
２
時
30
分
　
毎
水
曜
開
講
（
計
10
回
）

◆
内
　
容
　
プ
ロ
コ
ー
チ
に
よ
る
初
心
者
の
教
室

◆
会
　
場
　
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

◆
対
　
象
　
一
般
男
女
　
先
着
20
名

◆
持
ち
物
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
の
で
き
る

�

　
　
　
　
服
装
、
体
育
館
専
用
シ
ュ
ー
ズ

◆
参
加
費
　
５
０
０
０
円
　
初
回
受
付
時
徴
収

＝
初
級
テ
ニ
ス
教
室
＝

◆
日
　
時
　
８
月
23
日
～
11
月
８
日

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分
　
毎
月
曜
開
講
（
計
10
回
）

◆
内
　
容
　
プ
ロ
コ
ー
チ
に
よ
る
経
験
者
対
象
の
教
室

◆
会
　
場
　
体
育
館
　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

◆
対
　
象
　
一
般
男
女
　
先
着
20
名

◆
持
ち
物
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
の
で
き
る

　
　
　
　�

服
装
、
体
育
館
専
用
シ
ュ
ー
ズ

◆
参
加
費
　
５
０
０
０
円
　
初
回
受
付
時
徴
収

＝
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
＝

◆
日
　
時
　
９
月
２
日
～
11
月
11
日

�

午
後
７
時
～
８
時
30
分
　
毎
木
曜
開
講
（
計
10
回
）

◆
内
　
容
　
初
心
者
か
ら
試
合
が
で
き
る
ま
で
の
教
室

◆
会
　
場
　
体
育
館
　
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

◆
対
　
象
　
一
般
男
女
　
先
着
20
名

◆
持
ち
物
　
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
の
で
き
る

�

　
　
　
　
服
装
、
体
育
館
専
用
シ
ュ
ー
ズ

◆
参
加
費
　
５
０
０
０
円
　
初
回
受
付
時
徴
収

���

賞
金
は
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
３
億
円
！

　
２
等
も
１
億
円
！

◆
発
売
期
間
　
７
月
12
日
（
月
）
～
７
月
30
日
（
金
）

◆
抽
せ
ん
日
　
８
月
10
日
（
火
）

＊
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

�

よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

���

富
士
河
口
湖
町
に
お
住
ま
い
の
方
に
限
り
、
期
間
限

定
で
お
得
な
料
金
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。

・
入
園
料
金
　
お
と
な
通
常
1
2
0
0
円
↓
5
0
0
円

�

　
　
　
　
　
中
　
人
通
常
1
2
0
0
円
↓
5
0
0
円

�

　
　
　
　
　
こ
ど
も
通
常
6
0
0
円 

↓
3
0
0
円

・
フ
リ
ー
パ
ス
　
お
と
な
通
常
4
5
0
0
円
↓
2
2
0
0
円

�

　
　
　
　
　
中
　
人
通
常
4
0
0
0
円
↓
2
2
0
0
円

�

　
　
　
　
　
こ
ど
も
通
常
3
3
0
0
円
↓
2
2
0
0
円

◆
期
　
間
　
７
月
17
日
（
土
）
～
７
月
26
日
（
月
）

◆
方
　
法
　
ご
利
用
日
当
日
、
入
園
窓
口
で
在
住
を

　
　
　
　
証
明
で
き
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

��

利
用
者
と
地
域
住
民
の
方
等
が
、
楽
し
く
ふ
れ
あ
う

場
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
７
月
31
日
（
土
）
午
後
６
時
～
９
時

◆
場
　
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
内
、
は
ま
な
し
寮
前
庭

　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
、
施
設
内
に
て
実
施
）

◆
内
　
容
　
模
擬
店
・
盆
踊
り
・
和
太
鼓
・
獅
子
舞
な
ど

�

　
　
　
　
市
川
大
門
の
花
火
師
に
よ
る
打
ち
上
げ
花
火

●
問
合
せ
　
山
梨
県
立
は
ま
な
し
寮
　
電
話
72-

5
3
2
2

��

人
間
関
係
豊
か
な
明
る
く
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
築

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
動
を
普
及
・
定
着
さ
せ
る
た

め
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
限
　
平
成
16
年
７
月
30
日
（
金
）
必
着

�

「
県
民
の
日
」
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
限
　
平
成
16
年
７
月
15
日
（
木
）
必
着

●
受
付･

問
合
せ
　
山
梨
県
企
画
部
県
民
室
県
民
生
活
課

�

　
　
　
　
　
　
電
話
　
0
5
5-

2
2
3-

1
3
5
0

　
　
　
　
　
　
　 

F
A
X

　
0
5
5-

2
2
3-

1
3
5
4

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
j
p
/
k
i
k
a
k
u
/
s
e
i
k
a
t

�
u
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

◆
応
募
方
法
　
①
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
性
別
、
電
話

番
号
を
必
ず
記
入
し
、
郵
便
（
は
が
き
）
、
F
A
X
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
　
②
一
人
一
点
ま
で
と
す
る

���

夏
休
み
最
後
の
冒
険
！
！
、
瀬
戸
内
海
の
島
で
、
基

地
作
り
や
竹
細
工
、
魚
釣
り
を
し
よ
う
！
。

◆
日
　
時
　
８
月
22
日
～
27
日
　
５
泊
６
日

町
制
祭
・
第
１
回
軟
式
野
球
大
会

�

　
参
加
チ
ー
ム
募
集
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
＝
市
町
村
振
興
宝
く
じ
＝

「
ち
び
っ
子
冒
険
学
校
ｉ
ｎ
無
人
島
」
参
加
者
募
集

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
＝
町
民
特
別
割
引
料
金
＝

第
９
回
は
ま
な
し
寮
夏
ま
つ
り

＝
山
梨
県
か
ら
の
標
語
募
集

　
・
「
声
か
け
、
あ
い
さ
つ
運
動
」
標
語

　
・
第
19
回
県
民
の
日

　
　
　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集



広
報
富
士
河
口
湖

　
２１

◆
場
　
所
　
広
島
県
佐
伯
郡
沖
美
町
大
黒
神
島

◆
定
　
員
　
30
名
（
先
着
受
付
）

◆
対
　
象
　
小
学
４
年
生
～
６
年
生

●
受
付･

問
合
せ
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

�
　
　
　
　
　
　
電
話
　
0
3-

3
3
5
9-

8
4
2
1

��

ペ
イ
オ
フ
の
解
禁
や
金
融
商
品
の
多
様
化
、
金
融
ト

ラ
ブ
ル
等
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
初
心
者
を
対

象
と
し
た
通
信
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

◆
日
　
時
　
平
成
16
年
10
月
～
17
年
１
月
（
４
回
）

◆
費
　
用
　
無
料

◆
締
　
切
　
７
月
30
日
必
着

●
問
合
先
　
都
道
府
県
金
融
広
報
委
員
会

�

　
　
　
　
電
話
　
0
3-

5
2
0
3-
6
6
6
3

�

＝
ぴ
ゅ
あ
富
士
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
＝

●
受
付
・
問
合
先
　
電
話
　
0
5
5
4-

45-

1
6
6
6

�
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
留
市
中
央
三
丁
目
９
番
３
号

＝
親
子
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座
＝

◆
日
　
時
　
７
月
19
日
　
１
時
30
分
～
３
時
40
分

◆
対
　
象
　
親
子
15
組
（
子
供
は
小
・
中
学
生
）

◆
材
料
費
　
親
子
で
1
2
0
0
円
（
一
人
6
0
0
円
）

＝
夏
休
み
親
子
料
理
教
室
＝

◆
日
　
時
　
８
月
３
日
　
10
時
～
１
時

◆
対
　
象
　
親
子
15
組
　
先
着
順

◆
材
料
費
　
親
子
で
1
0
0
0
円
（
一
人
5
0
0
円
）

＝
作
っ
て
遊
ぼ
う
！ 

か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
＝

◆
日
　
時
　
８
月
６
日
　
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
対
　
象
　
40
名
　
小
学
生
以
上

◆
材
料
費
　
無
料

＝
イ
ラ
イ
ラ
　
バ
イ
バ
イ
　
子
育
て
講
座
＝

◆
日
　
時
　
７
月
31
日
・
９
月
25
日
・
11
月
27
日

　
　
　
　
　
各
10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
全
３
回
）

◆
対
　
象
　
２
才
～
３
才
の
子
供
と
親
（
親
子
15
組
）

◆
参
加
費
　
無
料

�

厚
生
労
働
省
と
山
梨
県
で
は
、
本
年
７
月
31
日
を
調

査
期
日
と
し
て
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

�

こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
が
指
定
し
た
全
国
の
調

査
区
で
、
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用
し
て
い
る
事

業
所
を
対
象
に
、
賃
金
・
労
働
時
間
・
雇
用
の
実
態
を

調
べ
る
も
の
で
す
。

�

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
８
月
上
旬
か
ら
９

月
上
旬
に
か
け
て
、
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

��

　
創
業
を
目
指
す
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
Ｏ
Ｌ
・
主
婦
・
学

生
な
ど
の
皆
さ�

ん
！
経
営
革
新
を
進
め
よ
う
と
す
る

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
！

○
創
業
や
経
営
革
新
の
相
談

○
国
・
県
・
市
町
村
の
施
策
の
相
談
　

○
経
営
全
般
に
関
す
る
情
報
提
供

　
※
こ
の
他
、
弁
護
士
・
中
小
企
業
診
断
士
等
専
門
家

　
　
相
談
／
創
業
セ
ミ
ナ
ー
／
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
創

　
　
業
塾
／
勉
強
会
な
ど
、
郡
内
地
域
の
商
工
会
等
と

　
　
一
体
と
な
り
支
援
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
お
気
軽

 
 
 
 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

相
談
日

　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

＊
ご
相
談
の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
支
援
セ
ン
タ
ー
若
し

�

く
は
郡
内
地
域
の
各
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
郡
内
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

�

都
留
市
上
谷
３
‐
６
‐
３
８
都
留
市
商
工
会
館
内

�

　
　
℡ 

0
5
5
4
‐
43
‐
7
4
4
4
　

　
　
　f

a
x
 

0
5
5
4
‐
45
‐
1
6
4
4

��

１
　
制
度
の
概
要

�

　
こ
の
制
度
は
、
住
宅
金
融
公
庫
（
以
下
「
公
庫
」

と
い
う
。
）
の
融
資
又
は
公
庫
の
証
券
化
支
援
事
業
に

よ
る
融
資
を
受
け
て
、
住
宅
を
建
設
又
は
購
入
等
す
る

と
き
、
こ
の
融
資
だ
け
で
は
資
金
が
不
足
す
る
場
合
に
、

金
融
機
関
か
ら
受
け
る
融
資
に
対
し
て
県
が
金
融
機
関

に
利
子
補
給
し
、
貸
付
利
率
を
低
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、

良
質
な
住
宅
の
取
得
を
容
易
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
制
度
で
す
。

２
　
申
込
受
付
期
間

�

　 

平
成
16
年
４
月
21
日
～
平
成
17
年
３
月
31
日

３
　
申
込
受
付
場
所

�

　 

住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
り
扱
い
金
融
機
関

４
　
貸
付
対
象
者
　

�

　 

公
庫
の
一
般
住
宅
建
設
資
金
又
は
住
宅
改
良
資

 
 
 

金
等
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
住
宅
を
建
設
・
改
修
　

　
す
る
者
。
公
庫
対
象
住
宅
で
あ
る
山
梨
県
住
宅
供

　
給
公
社
で
分
譲
す
る
住
宅
又
は
建
売
住
宅
を
購
入
　

　
す
る
者
。
公
庫
の
証
券
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
住
　

　
宅
を
新
築
又
は
新
築
住
宅
を
購
入
す
る
者
。
　

�

　
た
だ
し
、
改
修
資
金
に
あ
っ
て
は
、
公
庫
の
基
　

　
準
に
よ
り
、
工
事
費
が
１
２
５
万
円
以
上
か
か
る
　

　
者
。
（
詳
細
は
、
山
梨
県
個
人
住
宅
建
設
資
金
貸
　

　
付
要
綱
を
参
照
の
こ
と
）

５
　
貸
付
限
度
額
・
貸
付
利
率
・
貸
付
期
間

「
く
ら
し
に
身
近
な
金
融
講
座
」
開
講

�

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
の

　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
山
梨
県
個
人
住
宅
建
設
資
金

�

貸
付
申
込
に
つ
い
て

応
援
し
ま
す
！
「
創
業
」・「
経
営
革
新
」

住宅の
種類

貸付限度額

1件につき

400万円以内

融資は、

金融機関が

行います。

下欄も同様

1件につき
200万円以内

15年

以内

10年
以内

2.80%分譲
住宅

建売
住宅

マンション

中古
住宅

改修
住宅

新築
住宅

貸付
期間

貸付
期間

県
が
利
子
補
給
す
る
こ
と
で
、

こ
の
利
率
に
な
り
ま
す
。
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
5
月
21
日
か
ら
6
月
17
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

な
　
　
な

あ
や
　 

ね

あ
ゆ
　  

か

り     

き

い
っ   

せ
い

る     

お
ん

り
ゅ
う
せ
い

あ
ゆ
み

な      

な      

み

さ      

や

こ
い
の

か     

ゆ
ら

じ
ゅ
ん  

や

お
め
で
た
（
出
生
）

金
子
　
七
菜
　
　
　
覚
　
　
亜
　
紀
　
船
津

渡
辺
　
絢
音
　
　
庄
　
三
　
美
由
紀
　
船
津

小
林
　
わ
こ
　
　
慶
　
輔
　
か
な
え
　
船
津

渡
邉
　
歩
花
　
　
一
　
也
　
優
　
子
　
船
津

渡
邉
　
力
輝
　
　
義
　
仁
　
ち
は
る
　
船
津

白
壁
　
一
晟
　
　
　
強
　
　
香
保
利
　
船
津

仲
沢
　
瑠
音
　
　
　
尊
　
　
綾
　
香
　
船
津

渡
邉
　
龍
星
　
　
龍
　
也
　
美
由
紀
　
船
津

山
坂
　
　
歩   

　 

毅  

　
里
　
美
　
小
立

古
屋
菜
々
美
　
　
賢
　
一
　
美
　
穂
　
小
立

外
川
　
沙
耶
　
　
　
聡
　
　
絵
　
里
　
河
口

長
沢
　
恋
乃
　
　
研
　
二
　
珠
　
美
　
勝
山

朝
比
奈
花
響
　
　
政
　
司
　
さ
お
り
　
大
嵐

渡
辺
　
純
也
　
　
　
晃
　
　
妃
　
美
　
大
嵐

大
石
　
政
子
　
78
歳
　
大
石
　
　
一
　
船
津

長
山
　
正
作
　
79
歳
　
長
山
　
初
男
　
船
津

三
浦
　
　
實
　
89
歳
　
三
浦
　
敏
夫
　
船
津

伊
藤
　
ま
す
　
88
歳
　
伊
藤
　
文
男
　
浅
川

古
屋
　
壽
雄
　
74
歳
　
古
屋
や
す
子
　
小
立

渡
邊
　
政
彦
　
79
歳
　
渡
邊
　
桂
子
　
小
立

外
川
　
清
澄
　
84
歳
　
外
川
　
皓
士
　
小
立

堀
内
い
く
よ
　
101
歳
　
堀
内
　
安
信
　
大
石

お
子
さ
ん

父

母

　
大
嵐
は
、
奥
河
口
湖
の
南
岸
、
足
和
田
山
の
東
麓
に
位
置

し
、
古
く
は
大
荒
（
お
お
あ
ら
し
）

あ
る
い
は
大
原
な
ど
と
よ
ば
れ
、
甲

斐
の
九
条
（
す
じ
）
の
う
ち
の
若
彦

路
（
わ
か
ひ
こ
じ
）
に
あ
た
る
位
置

に
あ
っ
て
、
富
士
登
山
の
古
道
の
拠

点
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
地
に
県
、
町
指
定
の
文
化
財

を
所
蔵
す
る
蓮
華
寺
は
あ
る
。

　　
大
寶
３
年
（
７
０
３
）
役
ノ
小
角

は
、
富
士
山
の
小
室
（
現
御
室
）
に
大
日
如
来
及
び
四
金
剛

童
子
を
安
置
し
、
大
日
往
生
寺
と
号
し
た
。
そ
し
て
大
原
村

（
現
大
嵐
）
の
檀
の
山
に
行
場
を
構
え
、
修
験
の
法
を
修
し
た

と
伝
わ
る
。
大
同
４
年
（
８
０
９
）
弘
法
大
師
空
海
が
、
富
士

山
に
登
り
、
往
生
寺
の
大
日
如
来
及
び
四
金
剛
童
子
を
拝
し
、

深
山
、
殊
に
人
家
が
な
い
こ
と
を
憂
い
、
大
原
村
に
移
し
一

宇
を
建
立
し
大
同
山
御
堂
寺
と
号
し
た
。

　
弘
安
５
年
（
１
２
８
２
）
９
月
12
日
、
宗
祖
が
身
延
山
を

出
立
し
武
州
池
上
へ
の
通
行
の
み
ぎ
り
、
川
口
村
（
現
河
口
）
上

之
坊
に
一
泊
し
た
折
、
上
之
坊
の
主
人
梅
谷
采
女
（
う
め
や

う
ね
め
）
は
浅
間
神
社
の
神
官
を
し
て
い
た
が
宗
祖
の
教
え

に
触
れ
、
信
仰
を
法
華
経
に
改
め
、
兄
弟
で
あ
る
御
堂
寺
の

住
僧
法
玄
律
師
の
教
化
を
願
い
出
た
。
宗
祖
は
そ
れ
に
答
え
、

翌
日
御
堂
寺
を
訪
れ
問
答
教
化
数
回
、
つ
い
に
法
玄
律
師
は
法

華
経
に
帰
伏
し
、
名
を
日
領
、
寺
号
を
持
名
山
蓮
華
寺
と
改

授
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
二
世
、
三
世
、
四
世
こ
の
間
応
永
の
兵
乱
に
よ
り

大
い
に
荒
れ
、
古
文
書
、
什
物
等
を
紛
失
、
五
世
日
了
が
宗

祖
の
旧
跡
を
再
建
せ
ん
と
康
正
2
年
（
１
４
５
６
）
2
月
、

蓮
華
寺
を
現
在
の
地
に
移
し
、本
堂
及
び
庫
裡
等
を
建
立
し
た
。

　
鰐
口
は
、
神
殿
や
佛
殿
堂
宇
の
正
面
に
吊
る
さ
れ
、
前
面
に

「
鉦
の
緒
」
と
呼
ぶ
紅
白
の
布
縄
を
垂
ら
し
、
参
拝
の
人
が
こ

の
緒
を
手
に
し
て
振
っ
て
鼓
面
を
打
ち
鳴
ら
し
、
礼
拝
を
す
る

た
め
の
法
具
で
、
蓮
華
寺
所
蔵
の
物
は
、
「
享
禄
元
年
霜
月
吉

日
、
大
工
藤
原
秋
長
」
の
刻
銘
が
あ
る
。

享
禄
元
年(

一
五
二
八)

は
今
か
ら
四
七

六
年
前
で
室
町
時
代
に
当
た
る
。

 

「
奉
寄
附
浅
間
大
菩
薩
御
寳
前
鰐
口
之

事
、
遠
江
国
豊
田
郡
高
○
郷
住
旦
那
源

長
家
等
」
の
銘
か
ら
、
初
め
、
富
士
山
二
合
目
に
あ
っ
た
御

室
浅
間
神
社
に
寄
附
さ
れ
、
祭
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
天
文

年
間
の
兵
乱
を
避
け
る
た
め
当
寺
に
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
総
径
3
3
、
2
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
肩
厚
7
、
1

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
胴
厚
1
2
、
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
面

径
3
3
、
8
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
、
そ
の
時
代
の
物
と
し
て

は
大
型
の
物
で
、
昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
一
日
に
山
梨
県

の
有
形
文
化
財
に
指
定
を
受
け
た
。

　
蓮
華
寺
所
蔵
の
文
化
財
は
、「
鰐
口
」

の
他
に
も
「
釈
迦
如
来
像
」
と
「
四
天

王
」
が
あ
り
こ

れ
ら
は
町
の
文

化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。（
昭

和
57
年
7
月
14

日
指
定
）「
釈
迦

如
来
座
像
」
に

は
貞
享
元
年
11

月
15
日
（
１
６
８
４
）
の
銘
が
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
付
け

加
え
る
と
、
こ
の
頃
に
天
下
の
悪
法
と
し
て
知
ら
れ
る

「
生
類
憐
み
の
令
」
が
公
布
さ
れ
た
。

（
参
考
文
献
：
蓮
華
寺
の
沿
革
、
足
和
田
村
勢
要
覧
）

＊
甲
斐
の
九
条
（
す
じ
）
・
・
・
江
戸
時
代
の
は
じ
め
甲
州
街
道

が
で
き
る
前
ま
で
、
甲
斐
の
国
か
ら
外
へ
出
る
道
は
東
西
南
北
に

九
本
あ
っ
て
、
こ
れ
を
甲
斐
の
九
条
（
す
じ
）
と
呼
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議

蓮
華
寺
と
県
指
定
文
化
財
「
鰐
口
」
（
大
嵐
）

蓮
華
寺
の
沿
革

「
鰐
　
口
」
昭
和
58
年
7
月
21
日
山
梨
県
指
定



★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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※「我が家の主役」は、皆さんの家庭のかわいいお子さんを紹介するコーナーです。
　  小学生以下のお子さんを対象に掲載しますので、掲載希望者は、申し出てください。

山 本  楓 乃ちゃん
平成14年11月5日生まれ

「明るく元気な子です。」
父；晃　母；尚子 (小立)

か        の

小 塚  青 空ちゃん
平成14年6月11日生まれ

そ        ら

小 塚  未 来ちゃん
平成11年4月18日生まれ

み        く

シートベルト着用 実施中シートベルト着用 実施中ステ
ップ

アッ
プ運
動平成１６年６月２５日(金)～８月３１日(火)

　交通事故で亡くなった方のシートベルト着用率は大変低く、平成15年の死亡事故者の着用率は39.５％

となっています。シートベルトを着用せずに亡くなった２３名のうち１５名は、着用していれば尊い命が

救われたと考えられています。

�この運動を通じてシートベルト着用の徹底を図るため、県・警察・町・交通安全団体が一体となり、広

報・啓発活動、指導取締り、着用率調査を組

み合わせ、シートベルト・チャイルドシート

の着用徹底を呼びかけていきます。

�自分が気をつけていても、交通事故はいつ

起こるかわかりません。運転者だけでなく、

同乗者もシートベルトを着用しましょう。

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

6月1日現在
(　)内は前月比

人 口

　男

　女

世 帯

　　23,993

 11,793

 12,200

 7,836

人のうごき人のうごき人のうごき

人 (＋41)

人 (＋25)

人 (＋16)

戸 (＋27)

日   

時
　
8
月
10
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

駒
谷
　
本
次
　
80
歳
　
駒
谷
久
爾
子
　
河
口

外
川
　
ま
さ
　
94
歳
　
外
川
　
貞
方
　
河
口

小
林
　
郷
子
　
98
歳
　
小
林
　
芳
哉
　
勝
山

渡
辺
富
士
雄
　
51
歳
　
渡
辺
　
俊
夫
　
西
湖
南

三
浦
　
常
夫
　
76
歳
　
三
浦
　
昭
子
　
大
嵐

尾
曲
　
和
美
　
＝
　
望
月
　
由
香
　
　
船
津

羽
田
　
英
輝
　
＝
　
名
取
五
十
鈴
　
　
船
津

渡
邉
　
真
人
　
＝
　
堀
内
夕
記
子
　
　
船
津

三
浦
　
俊
幸
　
＝
　
高
橋
　
祐
子
　
　
船
津

白
須
　
竜
也
　
＝
　
梶
原
　
　
恵
　
　
船
津

長
山
　
　
誠
　
＝
　
堀
内
　
裕
美
　
　
小
立

後
藤
　
　
貢
　
＝
　
加
藤
美
貴
子
　
　
小
立

訂
正
と
お
詫
び

　
６
月
号
の
「
お
め
で
た
」
で
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
。
お�

詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま�

す
。

　(

誤)

　
岡
林
　
唯
斗
　
　
輝
雄
　
亜
紀
　
船
津

　(

正)

　
岡
林
　
唯
斗
　
　
学
　
　
亜
紀
　
船
津

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

父；純　母；泰恵 (小立)

我が家我が家の主役の主役の主役我が家我が家の主役の主役の主役★ ★

「とっても仲の良い姉妹です。」


